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第 47回資源管理談話会

2004年 3月 4日

IWC 科学委員会、その現状

財団法人日本鯨類研究所

畑中 寛

2003年の科学委員会を例にして、科学委員会における議論のやり方、議論の内容等

について概要を述べる。

会議の概要と議論の仕組み

1．出席科学者約 30カ国から 170名程度、ドキュメント総数 206編、我が国は例年 30名程度出

席

2．12日の会期のうち 4日が本会議、8日が分科会や作業部会

3．分科会および作業部会が 14、ここで実質的議論

各分科会、作業部会における議論の内容

1．RMP（改訂管理方式）

・議題 5、6

・RMPに関わる一般的課題と RMPの当てはめ（IST）がある

・後者は、北西太平洋ミンク（11 年を要して終了）、北東大西洋ミンク（1 回で終了）、北太平

洋二タリ（やり直し）、ミンク日本海系群の詳細評価の準備

2．BC（混獲）

・議題 7

・混獲の実態をどう把握するか、また、どう回避するかについて議論をするのが目的。しかし、

混獲している国への批判、難題の押しつけ等になりがち

3．AWMP（原住民生存捕鯨管理方式）

・議題 8

・2002年にホッキョククジラについて完成、しかし、RMPよりも極めて緩やかな捕獲枠を算出、

また根拠もなく単一系群シナリオを採用

・コククジラについての方式を作成中

4，BRG（原住民捕鯨対象種の資源評価）

・議題 9

・各種／系群について資源評価を行い、捕獲枠を勧告

・今年の会合では、ホッキョククジラの系群構造についてのレビューを予定
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5．IA（詳細評価）

・議題 10.1、10.2 

・SOWERのプランニング（海域選定、調査内容）

・南ミンクの詳細評価（工 DCR／SOWER3 巡目の資源量推定値が 2 巡目のそれの 1／2－1／3

になったのはなぜか、g（0）の推定等）

6．SD（系群の定義）

・議題 11 

・系群の定義、unit to conserve の考え方、できるだけ細かく割ろうとする意図

7．E（環境）

・議題 12

・環境保護系研究者の集まり、捕獲調査で使われたデータは使わないとの主張

・議題が拡散しすぎ、議題を選定する委員会が作られた

8．SM（小型鯨類）

・議題 13

・いるか類の資源状態、特に漁業その他で悪影響を受けている資源の保護に関心

・我が国は従来から小型鯨類は条約の対象外として扱うべきでないと主張してきたが、我が国

による管理への干渉がつよく、2001年の会議から不参加

9．WW（ホエールウオッチング）

・議題 14

・ホエールウオッチングの管理方法について議論

10．DNA

・議題 15

・DNA登録による市場管理をねらう者が参加

11．SP（捕獲調査）

・議題 16

・捕鯨推進派と反捕鯨派の最も対立する場

・捕獲調査計画を出すと、ガイドラインに沿ってレビューする

・2003年にはアイスランドが捕獲調査計画を提出

・本年我が国は、北西太平洋捕獲調査計画の一部見直しが予定されている

・南極海ミンク調査は 18 年に及ぶ長期計画であるが、2004／05 シーズンで終了、結果のレビ

ューのための会合をアレンジする小グループが作られている

12．SAN（サンクチュアリー）

・議題 17

・本年は南極海サンクチュアリーの見直しの年

まとめ
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・捕鯨推進派、反捕鯨派、中立派が存在

・IP（招待科学者）数名（RMPの専門家、商業捕鯨時代から活躍している重鎮等）が重要な役

割、ただし、中間派的行動から出られない

・批判されれば必ず反論しなければならない。また、自分の意見を明確にしなければならない。

・調査計画には仮説がないため不適切との議論が出される（我々の感覚とはかなり異なる）

・遠慮、配慮といった日本的考え方は通用しない

・反捕鯨の旗手も世代交代しつつ継続

・議長をどちらがとるか、ラボルツアーとしての要注意人物（自派の意見に偏ったドラフティ

ング）、報告書ドラフトのチェックなど、非英語圏の科学者は大きなハンディ。
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